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1はじめに 

 大学の研究室における研究活動は，分野において

研究室独自の手順や成果物を蓄積する研究活動(以

下，ローカルルール)のもと，学生は主体的，計画的

に活動し，研究を推進することが求められる．研究

を円滑に遂行するためには，多様な研究活動の計

画・遂行の管理を学生自身が行う必要がある．また，

その過程にはスライド資料や発表コメントなど，

様々な成果物(以下，研究情報)が発生する．それら

を活動と合わせて蓄積し，共有することで，研究室

内での情報共有や活発なコミュニケーションを図る

ことが期待できる． 

 しかし，研究初学者である学生が，ローカルルー

ルを遵守しつつ，上述した全ての活動を管理するこ

とは困難である．研究活動は研究分野や個々の学生

によって多様でありワークフローのように固定的に

活動を表現できないことから，上述の研究活動を支

援するツールは存在しない[1]-[4]． 

そこで本研究では，研究活動における計画・遂行・

研究情報蓄積・振り返りの 4 種のタスクを，学生に

負担を強いることなく達成できる支援システムの開

発を目的とする．具体的には，ローカルルールを形

式的に表現する文法を開発する．次に，その文法の

記述に基づいてタスクを有機的に管理するシステム

を開発する．これにより，学生個人の多様な研究活

動のタスクを実行するための負担を軽減でき，学生

の研究活動の促進が期待される． 

2 システムの要件と概要 

2.1 研究活動の定義 

 本研究における研究活動を以下に定義する． 

定義１ 研究活動 RA は４つのタスクから構成され， 

RA＝（計画，遂行，情報蓄積，振り返り） 

と表記する．計画は，RAを完了するスケジュールを

意味し，学生がスケジュールの変更の可/不可を表す．

遂行は，RAより粒度の細かないくつかのサブ研究活

動の順次実行(Seq)，並列実行(Pal)，選択実行(Sel)，

任意実行(Opt)の 4 種の組み合わせから構成される．

サブ研究活動は，本定義の研究活動と同様の構造を

持つ．情報蓄積は，RAの活動が完了時に蓄積すべき

研究情報の種類を表す．振り返りは，RA完了後に学

生自身が RA の遂行におけるスケジュールや内容等

を振り返り，コメントを蓄積する．■ 

 このように，研究室における研究活動は，再帰的

に定義され，WBS(Work Breakdown Structure)のよう

な階層構造を成している．これを用いて多様な研究

活動が表現できる． 

2.2 システムの概要 

 本研究では研究初学者に対して，ローカルルール

を遵守した研究活動を管理する支援システムを提案

する．ここで想定するシステムの利用を役割ごとに

挙げる． 

・ 学生…研究の計画を作成する．計画に沿って研究

を遂行する．研究情報を蓄積する．活動後に振り

返りを行う．他のメンバの研究計画・進捗状況・

研究情報を参照する． 

・ 指導者…学生の進捗を確認する．研究情報を参照

する．進捗に対してコメントをする． 卒業論文

の提出日などのイベントを登録する．ローカルル

ールを策定する． 

・ システム管理者…システムにユーザを登録する． 

ローカルールを登録する． 

2.3 機能要件 

 上記システムの機能要件を挙げる． 

・ローカルルールを遵守する機能：システム管理者

がシステムにユーザとローカルルールの登録する． 

・スケジュールを予測した計画の作成機能：ユーザ

として登録された学生は，システムに認証後，研究

活動の計画を行う．学生がある研究活動を計画する

とき，システムはローカルルールに沿って，遂行の

ための詳細な手順や蓄積すべき研究情報を提示する．

学生はそれらを達成する日程を決定するだけで研究

活動が計画される．またこれにより研究活動を研究

室共通の粒度での計画ができ，研究室内での研究進

捗が共有し易くなる．指導者は全ての学生が行うイ

ベントのスケジュールが計画できる． 

・研究活動・蓄積する研究情報の提示，研究情報の

蓄積・ダウンロード機能：学生が計画を遂行すると

き，システムは詳細な研究活動の手順と蓄積すべき

研究情報を提示する．そのため学生はそれらに沿っ
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て研究を遂行する．蓄積された研究情報は全ての研

究室メンバがダウンロードできる． 

・研究計画の閲覧，変更機能：計画後，全ての研究

室メンバは計画を閲覧でき，活動の日程を変更可能

な研究活動であれば，計画した学生自身及び指導者

は日程変更できる． 

・研究計画の進捗把握，コメント，振り返り機能：

また蓄積した研究情報から研究活動を未達成・途

中・達成の進捗を把握できる．さらに学生は，活動

前に作成した研究計画と活動後に蓄積した研究情報

や達成した日時を比較し，研究活動を振り返り内省

が行える．指導者は，学生の研究計画や振り返りに

対するコメントが行える． 

 図１は，ゼミ発表といった研究活動の計画時の例

で， 4つのタスクおよび 4つのサブ研究活動がイン

タフェース上に表現されているシステムイメージで

ある． 

3 システムの実現 

3.1システム実現に向けての手順 

 提案するシステムはローカルルールを反映した動

作が求められる．そこでローカルルールを入力とし，

支援システムを自動生成するソースコードジェネレ

ータを開発する．このようなジェネレータを利用す

るために，入力としてローカルルールの形式的表現

手法の開発が求められる． 

3.2 ローカルルールの形式的表現手法の開発 

 ローカルルールを表現する文法を開発する．文法

が表現すべき要件を以下に挙げる． 

要件1 計画した研究活動の日程変更の可/不可 

要件2 研究情報の蓄積の有/無とその名称 

要件3 遂行のための詳細な研究活動名とその手順 

要件4 研究活動後の振り替えりの有/無 

 活動を計画した日程の変更の可/不可に分類する．

さらにその活動は研究情報蓄積の有/無を分類し，必

要であればその研究情報の名称を記述する．また活

動遂行のための詳細な活動とその実行手順を記述す

る．活動後，振り替えりをする必要の有/無を分類す

る．これら全てを表現可能とする形式的な表現手法

を開発する． 

 ここで，ゼミ発表という研究活動の例を示す．ゼ

ミ発表は，以下の情報を持つ． 

・ 発表内容決定，文献蓄積，スライド作成，発表練

習の活動を順次遂行する． 

・ 学生は活動の日程を変更できない 

・ 最終成果物として発表コメントを蓄積する 

・ 活動後に振り返りを行う 

これらの形式的な表記を図 2 に示す．これは，定義

１に基づいた 4つのタスクを表現している． 
<ゼミ発表> { 
Modifiable : false , 
Execution : Seq(<発表内容決定><文献蓄積><スライド作成><発表練習>) ,  
Accumulation : 発表コメント, 
Reflection : true 
}, 

 Modifiable は活動の日程変更の可 /不可を

true/false で表現する(要件 1)．Execution はサブ

研究活動の遂行手順の種類を意味し，4 種類の研究

活動を順次行うことを意味している(要件 3)．

Accumulationは，蓄積すべき研究情報を意味し，こ

こでは発表コメントの蓄積を指定している(要件 2)． 

Reflection は振り返りの有/無を意味し，ここでは

活動の振り返りをすることを示している(要件 4)．

このような表記手法に基づいて，ゼミ発表を表現す

ると，図 2 で示した表記となる．図 2 に示したよう

な表現がジェネレータにより解釈され図１のような

インタフェースを持つシステムが生成される．他の

研究活動も同様に形式的に表現することができる． 

 表現した研究活動を，ジェネレータを用いてシス

テムを生成することで，研究室に特化したシステム

を容易に開発できる．生成されたシステムにより，

ローカルルールを遵守した研究計画・遂行・振り返

りや，研究情報の蓄積・共有の有機的な管理の支援

が期待できる． 

4 まとめ 

 本研究では，ローカルルールである研究活動を形

式的に表現する文法を開発し，計画・遂行・振り返

り・研究情報蓄積のこれらタスクを有機的に管理す

るシステムの設計について述べた．これにより研究

初学者の学生の研究活動を支援することが期待でき

る．今後は表現形式を精査し，それに基づいたジェ

ネレータを開発する． 
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図 1 研究活動計画時のシステムイメージ 

図 2 研究活動<ゼミ発表>の形式的表現 
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